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本稿は「プラルトリラーを上方隣接音で開始するという、今日一般的に行われている演奏実践には歴史的な根
拠がなく、誤りである」というバドウーラースコダの論考を邦訳したものである。その際に感じられた暖昧な点
や疑問点を原著者に問い合わせ、内容を補足した。縮考冒頭では歴史の流れの中でなぜこのような誤解が生じた
かに関する経緯にも言及されており、興味深い。そもそも「トリル（トリラー)」と「プラルトリラー」およびカー
ル・フィリップ・エマヌエル・バッハが提唱したところの「シュネッラー」の分類は容易ではないが、本稿では
それをわかりやすく整理したつもりである。どのタイプに分類されるべきかが暖昧で、複数の可能性を秘めた装
飾が少なからず存在することも事実だが、少しでもその理解に役立つのであれば何よりである。

キーワード；バッハ装飾音プラルトリラースコダ

本稿はパウル・バドゥーラースコダが執筆したプラルトリラーに関する論稿"SchairtdenfalschenPralltriller
abl"を邦訳し、それに補足を加えたものである。原文はドイツ語で執筆され、以下の書誌にて公開された。

.0SchaiftdenfalschenPralltrillerab!''P""0jV@z"s,MagazinfUrKlavierundFlUgel,Diisseldorf;Staccato.Verlag,

MaiJuni2011,pp.1４.

またその英訳（英訳はバドゥーラースコダ本人による）は以下の瞥誌に掲載されている。

"Let.sgetridofthewrongPralltriller!''E"か雌isic,OUP,Volume４１,issue１,Feb.2013,pp.113-118

邦訳した論稿の全容は以下の通りである。なお、原文の著作権は英独共にバドウーラースコダ自身が保有して
おり、本人より翻訳（および細部における軽微な修正）と翻訳文の公開に関する許諾を得ていることを瞥き添え
ておきたい。
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１ ８ ４ 今 井 顕

誤ったプラルトリラー奏法を排除せよ！

パウル・バドゥーラースコダ

今日一般的に行われている「バッハのプラルトリラーは上方隣接音から開始する」という奏法が、歴史的観点
から誤っていると主張すれば、多くの人が砿くに違いない。しかし今日の奏法は２０世紀になってから創案された
ものであり、１８世紀の鍵盤音楽における実践としては存在していなかった。
この誤った奏法が広まった根底には、２０世紀の演奏実践の現場にチェンバロを再導入したポーランド生まれの

特筆すべきチェンバリスト、ワング・ランドフスカWandaLandowska(1879～1959)の存在がある。バロック
作品の浪奏に再びチェンバロを使用し、その存在と評価を確立させたランドフスカの功績は大きいが、他の多く
のパイオニアたちと同様、その功績の裏には多くの矛盾や誤解があったことも否めない。
ランドフスカは、自分がバッハのプラルトリラーに関する“唯一の正しい奏法”を再発見した演奏家であり、

それまでの120年間、すべての鍵盤奏者たちが行っていた処理法は誤りだったと主張したのである。彼女が根拠
としたのは、おそらくヨハン・ゼバスティアン・バッハの次男、カール・フィリップ・エマヌエル・バッハが上
梓した有名な理論書「正しいクラヴィーア奏法Vb庵"c〃鋤87･diｅ〃α〃"A7･tWsC"〃たγz〃”たん"』に掲載され
ているプラルトリラーの説明だろう。

譜例］

ランドフスカが知る由もなかったことは、初版（1753年）の正にこの部分に誤植があり、第２版（1759年）で修
正された、という経緯である。エマヌエル自身も自らこの修正を初版に書き込んでいる(1)。ランドフスカが果
たした功款が大きいことに異論はないが、彼女のドイツ語の習熟度と、１８世紀当時に存在していたさまざまな文
献に関する知識が不充分だったことは指摘しておかなければならない。
ランドフスカが主張した“正しい奏法”が文書として発表されているかは不明である。しかし多くの弟子や後

継者たちが普及に努めた口伝としての情報や、２０世紀に出版された数え切れないほどの指導書や楽譜に掲載され
ている内容は、これを補って余りある。ランドフスカの録音からも、彼女がほとんどすべての短いトリルを上方
隣接音で開始してポアン・ダレpointd'arretとして停止させているばかりか［今井注:後打音を入れないトリル]，
エマヌエル・バッハが言うところの「レガートで連結されたプラルトリラー（後述)」においてさえ、同様の処
理を行っていることが確認できる。
ランドフスカによる誤ったプラルトリラー奏法はウイルスのごとく拡散され、当初はチェンバリスl､たち、そ
してグレン・グールド以降はピアニストたちも感染していったのである。
かく述べる私も感染し、この奏法の根拠に関わる研究の成果を得るまでのほぼ20年間あまり、ランドフスカ風
の奏法で油奏していたことを告白しておこう。しかし今日では、およそ1910年以前にこの“現代的”な奏法が演
奏の実践として存在していなかったことを、確たる論拠とともに証明できる。
装飾における正しい奏法の確認には、以下に挙げる三つの視点からの評価が欠かせない。

当時の理論瞥の内容
偉大な作曲家が五線譜上に装飾を音符で記諾した実例

ｊ

ｊ

ｌ

２
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3）楽器上で演奏可能かどうかの技術的な確認

近現代の作曲家においては上記に加えて「作1111家に由来する口伝｣、そして過去百年余りの時代に限定すれば
｢作曲家自身による録音」という観点を含められるだろう。
それでは現代のトリル奏法(以降、文中では．‘ランドフスカ風トリル"と呼称する）を、それが出現する以前のまつ
とうな奏法に戻すべきことを以下に述べよう。

1）鍵盤楽器演奏に関する理論書

１８世紀に出版された理論書の筆頭に挙げられるのは、カール・フイリップ・エマヌエル・バッハによる『正し
いクラヴイーア奏法』（初版は1753年）である。この書籍はその後19世紀に至るまで、鍵盤楽器奏法に関する著
作を上梓したほぼすべての著者たちに影響を与えた。私どもにとっても18世紀中葉の演奏習慣はもとより、父ヨ
ハン・ゼバステイアンに由来する情報をしばしば引き合いに出している点からも、この理論瞥はもっとも重要な

資料として評価できる。エマヌエルはその著瞥でプラルトリラーを二種に分類した。

a)１音高い音が先行して置かれ、その音符とレガートになっているもの(2)[原著81～84(邦訳118～122)頁を参照］

繕 Ｉ譜例２
Q ) ー 一 一

b)先行する音符とレガートで連結されない任意の音符につけられ、エマヌエルが「シュネッラー」と名づけ、
小さな２個の音符で表記するよう提案したもの［原著111～1１２(邦訳164～165)頁を参照]:

譜例３
句

ゼバステイアンの《パルティータ第６番ホ短調BWV830》のくトッカータ>第27～83小節にある音列を見てみよう。

ハ＃ 御

譜例４

チェンバリストたちはこの装飾をランドフスカ風に演奏している。

３

霊ハ４

戎 垂 崗譜例５ ～

2017年３月



１ ８ ６ 今 井 顕

この装飾の処理に関しては、理論上の混乱も存在する。当時「長いトリルの開始音は上方隣接音である」とい
う定義が一般的だったため、エマヌエルは父と距離をおき、上述の１音高い音が先行するプラルトリラーをフラ
ンスの装飾法で言うところのトランブルマン・アピュイエtremblementappuy6あるいはトランブルマン・リエ
tremblement歴に関連づけようと試みた。［そしてこれに従来通りの記号々Ｖを使用することとした｡］
他方、先行する音符と連結されない主音開始のプラルトリラーを分類するために、エマヌエルは新しい記号と

名称を考案する必要に迫られたのである。こうして生みだされたのが「シュネッラーSchneller」という名称［と
小音符２個による記譜］だった。しかしこのアイデアは定着しなかった。そもそも「記号」とは何かを簡略化す
るために使われるものである。弾かれるべき２音のために２個の音符を書くのであれば、これを記号とは呼べな
い。（１音高い音が先行しない､本来エマヌエルが言うところのシュネッラーであるべきものに'“'を書いてしまう、
という誤りをエマヌエル自身もたびたび犯している｡）また、シュネッラーという名称も、それまで何世紀もの間
使用されてきたプラルトリラーという呼称を刷新するには至らなかった。
バッハの装飾法を解明するにあたって最も有用な資料は、バッハ自身の手による楽譜である。しばしば引用さ
れる、父ヨハン・ゼバスティアンが息子のヴイルヘルム・フリーデマンのために作成した簡単な装飾音表もこう
した涜料のひとつだが、この表（譜例６）は思ったより多くの示唆を私どもに与えてくれる。最後のふたつの装
飾を見てみよう。

1,,,Ｖ
圭睾’ 』

の

仇

Ｉ
" " e " #u
姉"０

Ｉ

雄加譜例６

＝」

Q ) １ １ - 一 一

これは２音だけ拡張されたプラルl､リラーにほかならない！私どもにとって大切なのは、このトリッロが主音
で開始され、先行する音と同一の連桁で表示されていることである。グレン・グールドやその摸倣者たちは、類
似箇所で次のように［先行する音を分離し、上方隣接音|｝M始で］弾いている。バッハの逆である。

グレン・グールドの奏法

仇

譜例７ -うー膠 l■■■■■日

伝統的な奏法を拒絶する多くのチェンバリストたちが根拠とする記述は、私も個人的に知己を得ていたエタ・
ハリッヒーシユナイダーEtaHarich-Schneider(1897～1986)による『チェンバロの演奏法(3)』にも含まれて
いる。ハリッヒーシュナイダーはサン・ルー・ラ・フォレSaintLeu-la-Foretで開催されていたランドフスカの
夏期講習を受講し（1929年～1935年)、1932年～1939年はベルリン音楽大学で教鞭を執っていた。著作の87頁(‘'）
には「,ｗを山と震拝してば参らまい｡半メリル､或′,ばプラルメグラーば､ﾊｯﾉ､の菱"霧にば述べられて
いまい｡浸る葱↓,メグルでさえ＆些であク､芳行濠にタイて籍ばｙｚ走卜jノル(アクセンメ．アンバ．メリロノば、
トランプ弓ルマン・アピュグエ、〃ち嬢芽された誠助言を６つたトリルと”一である。［ここまで山田訳］しかし
音"によって譲詳された際[_些『､これが不注菅凌葵著のｇにはﾊｯﾊヵ診たか3主旨溺婚のﾒｸﾙをj檬示し
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たかのように息えでし溝う場合〃診る。［今井訳]」（これに従えば、私はバッハの楽譜を額面通りに受け取る不注意
な奏者ということになる｡）
バッハの下から二番目の息子（七男）ヨハン・クリストフ・フリーデマン（1732～1795)が1787年に出版した
IM"siﾙα/耐chelVE62"s〃"｡'〃(5>」には、エマヌエルの「半トリルまたはプラルトリラー」の奏法が拍後、拍上の
両パターンとも説明されている。

盾F鵲万詮 一 朝識 |’
|譜例８

一 二 <冬型ブ

プラルトリラーに関する類似した、あるいは同一の見解は18世紀に出版された鍵盤楽器奏法に関するほとん
どの理論書に掲載されている。MJohannLorenzAlbrecht(1732～1768)によるＧ""d"c"eE加陀"""ｇ醜ｄ鹿
A"/iz"g3ﾉeﾙﾌｾ〃庇γ”"ﾙ""st(Langensalza，1761年頃)JPGeorgSimonL6hlein(1725～1795)のＣ〃""'･-Sc〃"ﾉｇ
(Leipzig-F611ichau,1765年)､FriedrichWilhelmMarpurg(1718～1795)のＤ彪腫"zstdnsCﾉﾋz唯γz〃幼ie/g"(Berlin,
1750年、刈袖版は1762年)(6)､JohannFriedrichNagel(1759～1791)の駈"zeA"20eis"Zgz2"〃Ｋたりi〃Sルノ"(Halle,
1791年)、そしてDanielGottlobTDrk(1750～1813)による""た？“〃"ﾉe(LeipzigeHalle，1789年)(７)などはエ
マヌエルの著作に並ぶものである。
これらの理論書において、長いトリルの開始音は例外なく上方隣接音と規定されている。誤解を避けるため

に書き添えておくと、私自身も18世紀の作家（および装飾法においてはバロック的なショパン）の長いトリルはも
ちろん上方隣接音で開始している(8)。しばしば主音開始のプラルトリラー、あるいは上方隣接音開始の長いト
リルのどちらとも解釈できるケースに遭遇することがあるが、こうしたトリルを上方隣接音で開始し、長めに弾
き、ポアン・ダレ（停止するトリル［＝後打音なし]）として処理すれば、あたかもランドフスカ風の様相を呈す
るものとなる。しかしこれを装飾ルールの抜け道ととらえてはならない。装飾法にはどんな時代でもある程度の
自由が容認されており、規則によって縛りつけるものではない、という理解が必要である。
１８世紀のドイツ圏で上梓された鍵盤楽器奏法に関する著述に共通する内容からは、プラルトリラーの開始音が

一拍後あるいは拍上開始どちらの場合も-主音である、という確固とした結論が導き出される。当時エマヌ
エルの著瞥の初版のみを閲覧した理論家のなかで、ランドフスカ風に提示された誤植をそのまま信じた者もいた
に違いないが、その存在は無視できるほど小さいだろう。なお、そうした不幸な例としては1779年にウィーンで
出版されたFranzXaverRiglerによるＡ"ん"2"壇z""zK７ｂ"ｊ"･を挙げられる。

2）作1111家によって音符で表記された装飾

装飾記号はパターン化された音列の反復を省略表記するために使用される。文章を執錐する際にもあることだ
が［略記、略号など]，（おそらく記号によって省略される内容を明確にする目的で）作1111家が記号のかわりに敢え
て音符を使用して書き込む例がしばしば存在する。こうした“明瞭化”の好例は、バッハ没後75年が経過した時
点で創作されたシューベルトの《ピアノソナタイ短調D845》の第１楽章第115および117小節に見受けられる。
ここに表記されているdes2音とes2音への臨時記号(b)、第２拍にある三十二分音符の小音符、そしてその後に
晋かれたプラルトリラー記号はすべてシューベルトの手によるものである。
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ハートへ畠一一Ａ僅～ ′ ､ 挺 一
譜例９

QJ

こうしたプロセスは、幸いなことにシューベルト以前の作品一たとえばモーツァルト、ハイドン、そして
バッハにおいても見つけられる。バッハの《幻想曲ハ短調BWV906》の浄書譜第21～23小節におけるモルデン
トは上下どちらの譜表でも音符で表記されている。

岬

一Ｉ
… 函 ま譜例1０ 甲 ̅ 宇 一

● Q -

cノ 一 ■ ■

～ 律

学詳暦 ＝ 戸＝- h噸佳降洋当
１ １ Ｌ 、 , 三 １ - ■ ■ ■〆 ・ 〃

万 一 一 ３

後世の記譜法と異なり、バッハ時代の臨時記号はその直後の音にのみ作用する。譜例ではバッハの掛:法をそのま
ま再現してあるが、もしバッハがC2音にモルデント記号を使用した場合には、この装飾がbl音をともなって処
理される可能性が生じてしまう。
数が限られているとは言え、同様の処理はプラルトリラーにも適用されており、《平均律クラヴイーアllll集第
１巻》のくフーガイ短調BWV865>の第１７小節にその例が見受けられる。

オリジナルの記譜

譜例1１

ザ 一「 一 一 に■■■

理由は明白だろう。もしバッハが譜例12のようにプラルトリラー記号八4'を使用して楽譜を整備した場合は

譜例1２
e ノ -

装飾の第２音としてｆ音が弾かれてしまうかも知れないからだ。当時、装飾記号に臨時記号を並記する習慣はま
だなかった。（なおこのケースは息子エマヌエルの理論ではシュネッラーとして分類される。なぜなら装飾に先行す
る音が「ｌ音高い音」ではなく、９l音だからである｡）
他方バッハ、モーツァルトあるいはハイドンらの鍵盤作品において、音符によってランドフスカ風トリルが表
記されているケースはただ１個たりとも見つけることができない。大作曲家たちはこうした［ランドフスカ風の］
音列に美しさを感じなかったものと見受けられる。

圃立音楽大学研究紀要5１
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以上で本題への説明は充分に尽くされた。しかし万全を期するために、演奏時の技術的観点にも言及しておき
たい。それは、枚挙の暇がないほど存在する例の中で以下を見さえすれば明白だろう。《パルティータ第１番変
ロ長洲BWV825》のくアルマンド〉第１４～１５小節である。

Ａｌ
識例1３

一 - - - ー ロ 一｡

そこそこ爽やかなテンポで演奏する際、ここにランドフスカ風トリルを挿入するのは苦痛でしかない。
私ども演奏家は、［誤った］思い込みを改めなければならない。
たとえ卓越したバッハ減奏家であるアンドラーシュ・シフのCDとは言え、《インヴェンション第１番》を譜

例14のように弾くことは（２１世紀の私どもにはごく自然に聞こえるにしても）歴史的観点からは誤りである。
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譜例1４

この装飾の正しい処理方法を補強する重要な証人は、バッハの伝記［『バッハ小伝』］を最初に執筆したヨハン・
ニコラウス・フォルケルJohannNikolausForkelである。フオルケルはバッハの長男、ヴイルヘルム・フリー

デマンのもとで長らく鍵盤楽器のレッスンを受けていたが、1801年12月21日にライプツイヒの出版社ホーフマン
＆キューネルに宛てて「プラルトリラーは主音およびその上の音の２音で構成される」という内容の書簡をした
ためている。この作品が父によってフリーデマンのためにまとめられた曲集に含まれていることからも（９）、息
子は父の正しい装飾法を知っていたに違いない。
また《ゴルトベルク変奏曲BWV988》のくアリア〉第１０，２１，２２小節に上方隣接音開始の長いトリルをあて

がうのも、歴史的観点からは誤った処理法である(10)o

譜例１５
自 卜 ｌ Ｉ Ｉ Ｉ Ｉ １

ほとんどの市販楽譜のこの箇所、また別のところで長いサイズの波形として印刷されている記号は、アンナ・マ
クダレーナ・バッハが作成した美しい錐写譜を典拠として修正される(ll)oこの筆写譜は長いlll1ヨハン・ゼバス
テイアン自身による自筆譜だと思われていたが、そうではないことが今日では解明されている。

3 ） 結 論

1950年頃まで［一般の］音楽学校で教えられていた「プラルトリラーは主音で開始する」という奏法が正しく、
今日世界中で弾かれるランドフスカ風の処理は誤りである。
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以上がバドゥーラースコダの主張である。論点と結論は明確だが、内容を再確認すると共に、もう一歩進ん
だ考察を行うべく、バドゥーラースコダに照会した。彼の主張の骨子と補足は

エマヌエル以前、装飾記号んＶはプラルトリラー全般に適用され、先行する音との音程差やスラーの有無
による区別は存在しなかった。そしてこの装飾は常に「主音開始の３音」として処理された。それは当時
の理論書に例外なく述べられている「プラルトリラーはモルデントの逆行形である」という記述からも補
強される。
｢長いトリル」に関しては、上方隣接音から開始されるのが標準だった。波形記号の長短はトリルとプラ
ルトリラーを区別するものではなく、記号が短くても長い（通常の）トリル、長くても短いトリル（プラ
ルトリラー）を指示する場合がある。前者の例としては《インヴェンシヨン第４番二短調BWV775》第1９
小節が挙げられる。

1）

２）

譜例1７
f６

- 4 -- - ． _ 一 ， ザ ー 一 一 一 一 一 - - - - - - - - - - - 、 ，
ロ Ｉ 」 - 0 ＝ ● ロ ■ 且 ●

ﾛ ﾏ ﾛ ﾜ
ｰ 壷 D Ｂ ■ ■’ ー

一
b ー ロ ー ロ ー

皀圭 手聿 窪 ヨ
写壁

l I q

エマヌエルは、先行する音がｌ音筒く、装飾記号がつけられている音符とレガートで連結されているもの
に限ってプラルトリラーと規定し、主音開始の装飾自体は拍より一瞬遅く開始されるよう指示した。
それ以外のケース（任愈の音程で、レガートで連結されていない音が先行するもの）をエマヌエルはシュネッ
ラーと命名し、２個の小さな音符で表記するよう提案したものの、一般には定着しなかった。
プラルトリラーにせよシュネッラーにせよ、開始音は主音となる。なお、エマヌエルの原著における譜例
は巻末の数ページにぎっしりまとめて掲載されているが、前打音や回音（ドッペルシュラーク）につけら
れるべきタイは本稿冒頭で誤植として紹介したものも含め、すべてが欠落している。

３）

４）

５）

以上を踏まえ、下記をバドゥーラースコダに確認した。
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パウル・バドゥーラースコダの論考「誤ったプラルトリラー奏法を排除せよ！」に関する考察と補足１９１
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ｊ

ｊ
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先行する音が１音高<とも、レガートが表記されていない場合はどう考えるのか。
先行する音が任意の音程離れていても、レガートで連結されている場合はどうなるのか。
先行する音が３度高い音程にある場合、「３度の音程は、それを埋める方向で装飾される」という規則が
優先されるのか。

１）に関して
主音開始の原則は変わらず、通常の音符で「ミ｜ミレミレ」のようにバッハによって書かれた用例も存在しな

い。ただし先行する音にスタッカートがつけられている場合は、主音開始のプラルトリラーとして処理する場合
と、短縮されたトリルとみなして上方隣接音で開始し、ポアン・ダレとして後打音なしで処理する場合の双方が
考えられる。

２）に関して
装飾は主音で開始される。例としては《平均律クラヴィーア曲集第２巻》のく前奏曲嬰ハ短調BWV873>第

１９，２１，２３小節が挙げられる（レガートは表記されていないが、楽曲自体がレガートを基洲に奏される)｡

譜例1８
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３）に関して
３度音程を埋める必要がある場合には、多くの場合バッハ自身によってその音が前打音と

る。ヴィルヘルム・フリーデマンのための装飾音表（前述）にあるaccentu.trilloおよび上記
BWV873>第１l小節（譜例1９)を参照。

して表記されてい
く前奏曲嬰ハ短調
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譜例1９
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最後になるが、たとえば《イタリア協奏曲BWV971》の第１楽章に含まれる数多くのプラルトリラーも前述
の通り主音開始で処理されるべきである。しかしあろうことか、そこに上方隣接音からの開始を自明のものとし
て確定するような運指番号を印刷するにとどまらず、脚注にその奏法を音符（上方隣接音開始の４音）で明示す
る原典版が存在することは、残念である。
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